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神
原
為
治
さ
ん
（
85
歳
）
―
―
昨
年

の
東
京
菊
友
会
第

56
回
菊
花
展
示
会

「
盆
栽
柳
作
り 
辻
の
柳
」
部
に
お
い

て
「
優
等
首
席
」
と
認
め
ら
れ
、
東
京

都
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

東
京
菊
友
会
は
、
総
裁
が
池
上
本
門 

寺
の
菅
野
日
彰
貫
主
、
名
誉
会
長
が
松 

原
大
田
区
長
と
い
う
格
式
高
い
菊
作
り 

の
会
で
、
神
原
さ
ん
も
そ
の
理
事
の
一 

人
。
昭
和
38
年
か
ら
毎
年
秋
に
本
門
寺 

境
内
で
展
示
会
が
開
か
れ
、
大
田
区
を 

中
心
に
約

90
名
の
会
員
が
妍
を
競
っ

て
い
ま
す
。
春
の
桜
、
秋
は
菊
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

盆
養
、
盆
栽
、
懸
崖
、
ダ
ル
マ
作
り
、 

福
助
作
り
一
本
立
て
、
ジ
ャ
ン
ボ
福
助 

の
部
に
分
け
て
展
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ 

に
審
査
基
準
も
明
確
で
、
優
等
首
席
、 

優
等
二
席
、
優
等
三
席
、
一
等
一
席
・ 

二
席
…
…
と
評
価
・
表
彰
さ
れ
て
い
ま 

す
。 今

回
、
受
賞
し
た
神
原
さ
ん
は
、
優

等
主
席
が
４
回
目
で
、
今
ま
で
に
文
部

科
学
大
臣
賞
・
本
門
寺
賞
・
大
田
区
長

賞
も
頂
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
賞
に
つ

い
て
は
資
料
が
沢
山
あ
っ
て
、
数
え
き

れ
な
い
そ
う
で
す
。 

菊
作
り
の
一
番
の
難
し
さ
に
つ
い
て

お
伺
い
す
る
と
、
成
長
過
程
の
時
期
に

応
じ
て
難
し
さ
が
あ
る
が
蕾
を
咲
か
せ

る
こ
と
か
な
？ 

通
常
３
つ
の
蕾
を
用

意
す
る
が
、
本
蕾
に
花
を
咲
か
せ
る
技

量
が
一
番
と
思
う
。
ま
た
、
天
敵
は
台

風
で
全
て
の
鉢
を
室
内
に
移
動
す
る
の

で
場
所
探
し
が
大
変
。 

 
神
原
さ
ん
は
昭
和
９
年
の
生
ま
れ
、 

高
校
卒
業
後
集
団
で
上
京
し
、
「
聚
楽
」 

の
調
理
師
と
し
て
順
調
に
定
年
を
迎
え 

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
訪
れ 

た
本
門
寺
で
こ
の
菊
花
展
示
会
に
出
会 

い
、
見
事
な
大
輪
に
胸
う
た
れ
、
菊
作 

り
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た 

の
だ
そ
う
で
す
。
良
き
先
輩
に
も
恵
ま 

れ
、
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
る
う
ち
に 

一
段
と
熱
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は

ご
本
人
の
弁
。 

や
が
て
大
田
教
育
支
援
の
会
の
一
員 

と
な
り
、
学
校
の
授
業
で
は
学
べ
な
い 

生
物
の
成
長
過
程
を
菊
作
り
の
ノ
ウ
ハ 

ウ
を
通
し
て
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
多 

摩
川
小
学
校
・
相
生
小
学
校
・
女
塚
小 

学
校
の
児
童
に
も
教
え
て
い
ま
し
た
が
、 

現
在
は
「
こ
ら
ぼ
大
森
」
を
中
心
に
活 

動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

住
ま
い
は
西
蒲
田
三
丁
目
、
奥
様
と 

娘
さ
ん
と
の
３
人
暮
ら
し
。
近
隣
か
ら 

は
〝
自
転
車
お
じ
さ
ん
〟
で
知
ら
れ
て 

お
り
、
放
置
自
転
車
や
防
犯
灯
・
空
き 

家
対
策
な
ど
安
全
と
防
犯
に
も
気
配
り 

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

          

（
取
材 

森
・
瀬
川
委
員
） 
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（
前
回
：
洪
水
に
よ
る
被
災
が
相
次 

ぐ
神
奈
川
県
側
の
住
民
が
、
神
奈
川
県 

知
事
に
直
訴
し
た
後
で
就
任
し
た
有
吉 

知
事
は
新
堤
築
造
工
事
を
行
い
ま
す
。
） 

対
岸
荏
原
郡
の
反
対
運
動 

と
こ
ろ
で
、
対
岸
の
荏
原
郡
の
沿
岸 

各
村
は
、
御
幸
村
の
新
堤
築
造
に
あ
た 

り
、「
旧
慣
を
破
っ
て
築
堤
す
る
こ
と
は 

左
岸
東
京
府
側
の
堤
防
を
相
対
的
に
弱 

め
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
一
斉
に
異

議
を
唱
え
ま
し
た
。
東
京
府
と
内
務
省

に
対
し
、
御
幸
村
の
工
事
着
工
後
に
反

対
陳
情
を
行
い
、
四
月
二
六
日
に
は
下

丸
子
の
蓮
光
院
で
大
字
大
会
を
開
い
て
、

全
村
民
を
あ
げ
て
の
反
対
運
動
に
発
展

し
ま
す
。 

さ
ら
に
五
月
一
二
日
に
は
、
蒲
田
の 

妙
安
寺
で
荏
原
郡
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、 

改
め
て
堤
防
撤
廃
の
確
認
が
な
さ
れ
る 

と
と
も
に
、
約
二
〇
〇
名
が
内
務
省
に 

参
集
し
て
、
出
願
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。 

両
府
県
の
連
帯 

こ
う
し
た
対
岸
荏
原
郡
の
大
反
対

陳
情
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
務
省
の
調

停
に
よ
り
、
右
岸
の
郡
道
嵩
上
げ
堤
防

は
、
左
岸
よ
り
二
尺
七
寸
乃
至
三
尺
一

寸
（
約
〇
・
八
二
～
〇
・
九
四
ｍ
）
低

く
す
る
と
い
う
こ
と
で
決
着
し
ま
し
た
。 

 

 

た
め
村
民
は
激
高
、
手
に
鳶
口 

  

一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
末
に
は
東

京
・
神
奈
川
両
府
県
の
議
会
関
係
者
に

よ
る
「
多
摩
川
治
水
期
成
同
盟
会
」
が

成
立
し
、
両
府
県
が
連
帯
す
る
運
動
が

初
め
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
第
一
期
河
川
の
改
修
工
事

の
完
成
を
待
た
ず
に
、
国
庫
補
助
の
方

針
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
九
一

八
年
（
大
正
七
）
か
ら
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

多
摩
川
改
修
工
事 

多
摩
川
下
流
域
の
改
修
工
事
は
一

九
一
八
年
か
ら
一
九
二
五
年
（
大
正
八

～
一
五
）
ま
で
の
八
年
継
続
事
業
と
し

て
起
工
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
一
次

世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
九
一
八
）

の
影
響
に
よ
る
物
価
高
騰
や
、
一
九
二

三
年
（
大
正
一
二
）
九
月
一
日
の
関
東

大
震
災
に
よ
っ
て
工
事
予
算
の
減
額
や

工
事
の
繰
り
延
べ
が
行
わ
れ
、
よ
う
や

く
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
、
東
京
湾
河

口
か
ら
二
子
橋
の
先
（
宇
奈
根
）
ま
で

の
二
二
㎞
に
及
ぶ
、
現
在
あ
る
近
代
堤

防
が
竣
工
し
ま
し
た
。 

掘
削
、
浚
渫
し
た
土
砂
は
七
五
二
万 

三
七
三
二
平
方
ｍ
（
東
京
ド
ー
ム
六
杯 

分
）
、
水
門
建
設
三
七
か
所
、
総
工
費
は

約
一
一
〇
〇
万
円
に
及
び
ま
す
。 

 

 

羽
田
の
赤
煉
瓦
堤
防
や
南
六
郷
二
丁

目
に
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
に
六

郷
用
水
の
排
水
門
と
し
て
建
設
さ
れ
た

六
郷
水
門
、
川
崎
区
に
あ
る
川
崎
河
口

水
門
な
ど
は
、
こ
の
工
事
に
合
わ
せ
て

作
ら
れ
ま
し
た
。 

高
さ
四
ｍ
に
も
及
ぶ
、
堂
々
た
る 

「
多
摩
川
治
水
記
念
碑
」（
一
九
三
六
年

建
立
）
が
大
田
区
田
園
調
布
一
丁
目
、

浅
間
神
社
下
の
六
郷
用
水
脇
に
多
摩
川 

を
見
下
ろ
す
よ
う
に
建
っ
て
い
ま
す
。 

残
念
な
が
ら
、
刻
ん
で
あ
る
功
労
者

の
名
前
は
す
べ
て
内
務
省
の
役
人
ば
か

り
で
、
役
人
以
外
で
築
堤
運
動
に
尽
力

し
た
方
々
の
名
前
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
っ
た
く
の
官
尊
民
卑
碑
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

 

 

  

ア
ミ
ガ
サ
事
件
と
多
摩
川
築
堤
運
動 

～
多
摩
川
両
岸
物
語
③
～ 

 

羽田の赤煉瓦堤防（羽田二、三、六丁目の多摩川沿

い） 

六郷水門（南六郷二丁目 35 番）写真左は多摩川側から、写真右は側面から見たもの（人がいるので大きさがわかる） 
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そ
の
後
、
日
野
橋
ま
で
の
改
修
工
事 

が
進
め
ら
れ
、
氾
濫
は
激
減
し
ま
し
た 

が
、
そ
れ
で
も
水
害
は
起
こ
っ
て
い
ま 

す
。
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
）
の
キ

ャ
サ
リ
ー
ン
台
風
、
一
九
八
二
年
（
昭

和
五
七
）
の
台
風
一
〇
号
・
一
八
号
、

一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
）
の
熱
帯
性

低
気
圧
豪
雨
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

な
ん
と
い
っ
て
も
記
憶
に
焼
き
付
い
て

い
る
の
は
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）

九
月
の
狛
江
水
害
で
し
ょ
う
。
台
風
一

六
号
に
よ
っ
て
狛
江
側
の
堤
防
が
決
壊

し
、
民
家
一
九
戸
が
流
失
、
一
二
七
〇

戸
が
浸
水
し
一
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕

地
が
冠
水
し
ま
し
た
。
（
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ

「
岸
辺
の
ア
ル
バ
ム
」
は
こ
の
水
害
か

ら
着
想
さ
れ
ま
し
た
。
） 

こ
の
堤
防
決
壊
の
一
因
と
し
て
川

崎
側
の
二
ケ
領
用
水
の
取
水
堰
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
多
摩

川
両
岸
物
語
⑤
の
『
小
河
内
ダ
ム
建
設

と
二
ヶ
領
用
水
』
で
触
れ
ま
す
。 

一
九
九
〇
年
か
ら
は
、
河
口
か
ら
日 

野
橋
ま
で
の
区
間
を
、
ス
ー
パ
ー
堤
防 

（
高
規
格
堤
防
）
に
す
る
整
備
事
業
が 

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
、 

一
〇
〇
年
は
か
か
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ 

ま
す
。
そ
ん
な
も
の
が
果
た
し
て
必
要 

な
の
だ
ろ
う
か
と
の
疑
問
の
声
も
あ
が 

っ
て
い
ま
す
。
大
田
区
で
は
わ
ず
か
に 

下
丸
子
の
ガ
ス
橋
周
辺
と
多
摩
川
二
丁 

目
の
都
民
タ
ワ
ー
の
部
分
だ
け
が
ス
ー 

パ
ー
堤
防
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
ま
で
の
ま
と
め 

 

こ
こ
一
〇
〇
年
余
り
の
多
摩
川
流
域 

の
住
民
の
利
害
の
対
立
と
、
連
帯
に
よ 

る
長
年
の
夢
の
実
現
の
歴
史
を
概
観
し 

て
き
ま
し
た
。
多
摩
川
下
流
域
に
住
む 

私
た
ち
が
、
現
在
、
水
害
の
心
配
を
せ 

ず
に
暮
ら
し
て
い
け
る
の
は
、
こ
の
よ 

う
な
歴
史
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と 

思
い
ま
す
。 

ま
た
、
官
僚
は
自
己
保
身
と
「
古
く 

か
ら
の
慣
行
」
に
縛
ら
れ
て
「
住
民
の 

願
い
」
を
叶
え
る
と
い
う
姿
勢
に
は
乏 

し
く
な
っ
て
し
ま
う
面
が
あ
り
ま
す
。 

河
川
法
違
反
と
内
務
省
の
省
令
違

反
で
言
責
処
分
を
受
け
な
が
ら
、
政
治

生
命
を
か
け
て
、
住
民
の
信
頼
に
応
え

た
有
吉
知
事
は
、
例
外
中
の
例
外
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。 

は
じ
め
は
お
互
い
の
利
害
に
と
ら

わ
れ
、
対
岸
の
堤
防
建
設
に
反
対
し
て

い
た
流
域
住
民
も
、
連
帯
し
て
闘
う
こ

と
の
有
効
性
に
目
覚
め
、
堤
防
建
設
の

悲
願
を
実
現
す
る
た
め
に
協
調
し
、
運

動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
先
人
の
、
こ
の
よ
う
な 

曲
折
の
歴
史
に
学
び
、
未
来
の
子
ど
も 

た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と 

思
い
ま
す
。 

多
摩
川
流
域
の
歴
史
を
通
し
て
私

達
が
学
べ
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

（
取
材 

多
田
・
大
良
委
員
） 

川崎河口水門（川崎区港町 66 番地）昭和３年完成  

川崎河口水門の頭頂部には籠に盛られた当時川崎の 

名産品だった梨・葡萄・桃をあしらった飾りがある 

多摩川治水記念碑（大田区田園調布一丁目、浅間神社下

の六郷用水脇）昭和 11 年建立 
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志
茂
田
駅
…
…
こ
の
写
真
Ａ
を
見
て
、 

え
、
な
に
こ
れ
？ 

と
、
皆
さ
ん
首
を 

か
し
げ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 

＊ 

 

実
は
こ
れ
、
去
る
七
月
一
日
、
大
田 

運
輸
区
（
旧
称
、
蒲
田
電
車
区
）
敷
地 

内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京 

支
社
の
訓
練
施
設
「
総
合
訓
練
セ
ン
タ 

ー 

蒲
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

の
〝
駅
〟
な
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
敷

地
面
積
３
５
０
０
平
方
ｍ
。 

 

訓
練
線
３
線
（
１
９
０
ｍ×

２
線
、

８
０
ｍ×

１
線
）
が
新
し
く
引
か
れ
、 

訓
練
駅
と
し
て
、
10
ｍ
の
ホ
ー
ム
２
面 

を
も
つ
「
大
田
駅
」
と
、
ホ
ー
ム
１
面 

     

の
「
志
茂
田
駅
」
、
さ
ら
に
延
べ
床
面
積 

２
７
９
平
方
ｍ
の
実
習
棟
が
設
置
さ
れ 

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
導
入
さ
れ
た
ミ
ニ
車
両
（
写 

真
Ｂ
）
２
両
―
―
こ
の
玩
具
の
よ
う
な 

謎
め
い
た
存
在
に
、
何
だ
ろ
う
？ 

私 

は
早
く
か
ら
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
そ 

れ
が
訓
練
車
だ
っ
た
と
は
！ 

京
浜
東 

北
線
の
電
車
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
外
観
、 

車
体
幅
と
扉
の
大
き
さ
は
実
車
に
ほ
ぼ 

同
じ
、
長
さ
５
ｍ
。
動
力
車
操
縦
無
免 

許
で
も
運
転
で
き
、
充
電
式
バ
ッ
テ
リ 

ー
で
走
る
。
連
結
・
切
離
し
の
た
め
の 

自
動
連
結
器
も
備
え
て
い
ま
す
。 

 

 

も
ち
ろ
ん
信
号
設
備
・
踏
切
・
架
線 

な
ど
も
整
備
さ
れ
、
訓
練
線
に
は
「
荏 

原
（
え
ば
ら
）
線
」
の
名
称
ま
で
あ
る 

そ
う
で
す
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
支
社
で
は
、
こ
れ

ら
の
設
備
を
通
じ
て
、
駅
社
員
を
対
象

に
、
ホ
ー
ム
上
で
の
基
本
動
作
や
乗
客

の
救
済
、
列
車
見
張
員
，
落
し
物
拾
得

手
順
の
訓
練
な
ど
、
よ
り
実
践
的
に
、

異
常
時
対
応
能
力
や
安
全
に
関
す
る
知

識
・
技
能
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し 

て
い
ま
す
。 

松
本
清
張
の
『
砂
の
器
』
で
「
操
車 

         

  

場
」
と
し
て
登
場
し
て
か
ら
60
年
、
こ 

の
場
所
も
変
容
し
て
い
き
ま
す
。
駅
近

く
の
「
ト
リ
ス
バ
ー
」
と
も
ど
も
、
昭

和
は
遠
く
な
り
に
け
り
…
…
。 

 

（
取
材 

写
真
と
も
山
口
委
員
） 

 

令
和
元
年
度 

『
か
ま
に
し
17
』
編
集
委
員 

 

石
渡
咲
子
・
國
廣
恒
二
（
西
蒲
田
一
丁 

目
町
会
）
／
瀬
川
二
三
・
森
俊
夫
（ 

西 

蒲
田
二
・
三
丁
目
自
治
会
）
／
屋
代
紘

征
・
西
原
教
子
（
西
蒲
田
四
丁
目
町
会
） 

／
池
田
き
み
子
（
西
蒲
田
女
塚
町
会
）

／
伊
藤
多
佳
子
・
深
井
英
明
（
西
蒲
田

六
丁
目
自
治
会
）
／
柳
通
勝
麿
（
蒲
田

西
口
町
会
）
／
飯
嶋
宏
之
・
下
山

美

子
（
西
蒲
田
七
丁
目
御
園
町
会
）
／
横 

山
方
子
（
西
蒲
田
八
丁
目
町
会
）
／
多 

田
鉄
男
（
御
園
自
治
会
）
／
伊
藤
孝
一
・

山
口
博
美
（
新
蒲
田
一
丁
目
自
治
会
） 

／
山
﨑
修
弘
（
東
矢
口
一
丁
目
町
会
） 

／
佐
藤
悦
子
（
小
林
自
治
会
）
／
髙
橋 

晴
美
・
近
藤

子
（
安
方
北
町
会
）
／ 

 
 

大
良
美
臣
・
岡
和
雄
（
安
方
南
町
会
） 

／
原
哲
夫
・
山
田
勉
（
多
摩
川
二
丁
目 

町
会
）
／
横
山
智
惠
子
・
伴
野
正
弘 

（
道
塚
自
治
会
）
／
荒
浪
明
子
・
上
管 

章
仁
（
蒲
田
西
特
別
出
張
所
） 

              

  

蒲田西特別出張所管内 

人口 

男 3 2 , 4 23 人  

女 3 0 , 1 12 人  

計 6 2 , 5 35 人  

世帯 35 , 8 19 世 帯  

令和元年 ８月１日現在 

ご
存
知
で
す
か
？ 

Ｊ
Ｒ
「
蒲
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」 

「
か
ま
に
し
17
」
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
情

報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感

想
、 

ま
た
は
投
稿
な
ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局 

 

蒲
田
西
特
別
出
張
所 

大
田
区
西
蒲
田
七-

一
一-

一 

電
話 

 

３
７
３
２
・
４
７
８

５ 

写真Ｂ 

写真 A 


